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年 金 あ れ こ れ
社会保険科（国民年金保険料）控除証明書が送付されます
　平成17年３月31日に所得税法等の一部を改正する法律が公布されたことにより、国民年金保険料に

ついて社会保険料控除の適用を受ける場合には、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の添付が

義務付けられています。
　

１．国民年金保険料は社会保険料控除の対象
　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税等の社会保険料控除の対象となります。

　国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合は、今年１年間に納付（納付見込みを含む）した

国民年金保険料を証明する書類の添付等が必要です。
　

２．毎年11月初旬に送付
　１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガ

キ）が、社会保険庁から毎年11月初旬に送付されます。証明書の内容は本年１月から10月１日までに納付

された国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる場合の納付見込額です。

　納付忘れ等がある場合も、年内に納付すれば、今年分の控除として

申告することができます。

３．２月初旬に送付される場合
　年の途中から国民年金に加入した場合など、10月２日以降に本年初めて保険料を納付する方について

は、翌年２月初旬に同様の証明書が送付されます。したがって、結果として、平成19年中に国民年金の保

険料を納付した方の全員にこの証明書が送付されます。

　年末調整または確定申告の手続きの際は必ずこの証明書や領収証書を添付等してください。

　　※平成19年10月２日から平成19年12月31日までの間に今年初めて国民年金の保険料を納付された方　

保険料の納付を忘れずに…納めて安心国民年金

※平成19年１月１日から平成19年10月１日までの

間に国民年金の保険料を納付された方

義
援
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

三
月
二
十
五
日
（
日
）
石
川
県
を
中

心
に
北
陸
を
襲
っ
た
「
能
登
半
島
地

震
」、七
月
十
六
日
（
月
）
新
潟
県
と
長

野
県
を
襲
っ
た
「
新
潟
県
中
越
沖
地

震
」
に
対
し
、
日
赤
和
寒
分
区
で
は
和

寒
町
日
赤
奉
仕
団
の
募
金
活
動
の
ご
協

力
を
得
て
役
場
出
納
室
・
町
立
病
院
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
募
金
箱
を
設
置

し
、
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
か
ら
募
金
い
た
だ
き
ま
し

た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県

支
部
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
直
接
金
融
機
関
な
ど
か
ら
送
金

い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
も

深
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
と
も

人
道
博
愛
精
神
の
も
と
で
活
動
を
行
な

っ
て
い
き
ま
す
日
本
赤
十
字
社
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
新
潟
中
越
沖
地
震
募
金
箱
は

平
成
二
十
年
一
月
八
日
（
火
）
ま
で
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
設
置
し
て
お

り
ま
す
。

　

日
赤
和
寒
分
区
を
と
お
し
て
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
の
募
金
の

義
援
金
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
●
能
登
半
島
地
震
●

日
赤
和
寒
奉
仕
団
募
金
活
動
（
募
金
箱
）

二
万
六
千
百
二
十
二
円

和
寒
町
役
場
職
員
同
交
会
様　

一
万
円

　
●
新
潟
中
越
沖
地
震
●

日
赤
和
寒
奉
仕
団
募
金
活
動
（
募
金
箱
）

一
万
二
千
三
十
七
円

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に

　
登
録し

ま
せ
ん
か
 

【
北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
は
】

　

北
海
道
か
ら
の
委
託
に
よ
り
開
設
さ
れ
て
い

る
看
護
職
員
無
料
紹
介
所
で
、
厚
生
労
働
大
臣

の
許
可
を
得
て
い
ま
す
。
札
幌
の
他
五
か
所
で

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
就
職
先
を
探
し
て
い

る
看
護
職
と
看
護
職
員
を
雇
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
施
設
に
そ
れ
ぞ
れ
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
職
業
紹
介
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
求
人
・
求
職
申
込
み
に
は
次
の
３
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①　

北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
札
幌

（
本
所
）、
道
内
五
か
所
（
渡
島
・

上
川
・
帯
広
・
釧
路
・
北
見
）
に

来
所
し
て
登
録
す
る
方
法

②　

電
話
、
郵
送
で
の
申
込
み
に
よ
り
、

登
録
票
が
郵
送
さ
れ
、
返
信
し
て

登
録
す
る
方
法

③　

ｅ－

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
登
録

す
る
方
法

(http://w
w
w
.nurse

‐center.net/)

◎
相　

談

　

来
所
、
電
話
、
メ
ー
ル
等
に
よ
り
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
・
職
業
紹
介
は
す
べ
て
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

社
団
法
人　

北
海
道
看
護
協
会

　

北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

〒
〇
〇
三
―
〇
〇
二
七

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
六
丁
目
北
六
番
一
号

電　

話
（
〇
一
一
）
八
六
三－

六
七
九
四
番

Ｆ
ａ
ｘ
（
〇
一
一
）
八
六
六－

二
二
四
四
番

※
札
幌
（
本
所
）
の
ほ
か
、
道
内
（
渡
島
・
上
川
・

帯
広
・
釧
路
・
北
見
）
の
支
所
が
あ
り
ま
す
。
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図書館のホームページは　http://db.net-bibai.co.jp/wassamu/　アクセスしてみてね!!

新

着

本

の

ご

案

内
さ
迷
う
人

（々
小
川
洋
子
）▼
あ
な

た
の
呼
吸
が
止
ま
る
ま
で（
島
本

理
生
）▼
幻
夢（
藤
沢
周
）▼
果
て

の
花
火（
松
井
今
朝
子
）▼
ゾ
ラ
・

一
撃
・
さ
よ
う
な
ら（
森
博
嗣
）▼

狸
穴
あ
い
あ
い
坂（
諸
田
玲
子
）▼

海
に
帰
る
日（
ジ
ョ
ン
・
バ
ン
ヴ
ィ

ル
）▼
幸
せ
な
結
婚
は
パ
ン
ケ
ー

キ（
モ
ラ
ブ
・
プ
ラ
ン
テ
ィ
）

〔
児
　
童
　
書
〕

▼
は
れ
と
き
ど
き
ア
ハ
ハ（
矢
玉

四
郎
）▼
曲
芸
師
ハ
リ
ド
ン（
ヴ
ェ

ゲ
リ
ウ
ス
）▼
バ
バ
ー
ル
の
た
ん

じ
ょ
う
パ
ー
テ
イ
ｌ（
ブ
リ
ュ
ノ

フ
）▼
お
は
よ
う
ス
ー
ち
ゃ
ん（
ジ

ョ
ー
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
）▼
マ
リ
ー

の
お
人
形（
デ
ュ
ボ
ア
ザ
ン
）

〔
寄
贈
の
お
礼
〕

安
藤
　
　
実
　
様
　（
西
　
町
）

中
振
　
紀
子
　
様
　（
東
　
町
）

〔
一
　
　般
　　
書
〕

▼
道
具
屋
殺
人
事
件（
愛
川
晶
）▼

リ
バ
ー
ス（
石
田
衣
良
）▼
匿
わ
れ

て
い
る
深
い
夢（
岩
井
志
麻
子
）▼

永
遠
と
か
純
愛
と
か
絶
対
と
か

（
岩
井
志
麻
子
）▼
片
耳
う
さ
ぎ

（
大
崎
梢
）▼
渾
身（
川
上
健
一
）▼

１
９
５
０
年
の
バ
ッ
ク
ト
ス（
北

村
薫
）▼
ビ
タ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド（
雫

井
脩
介
）▼
や
っ
て
ら
れ
な
い
月

曜
日（
柴
田
よ
し
き
）▼
い
っ
ぺ
ん

さ
ん（
朱
川
湊
人
）▼
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
ピ
ン
ク（
大
道
珠
貴
）▼
挑
戦
巨

大
外
資（
高
杉
良
）▼
そ
の
向
こ
う

側（
野
中
柊
）▼
い
つ
か
陽
の
あ
た

る
場
所
で（
乃
南
ア
サ
）▼
湿
地
帯

（
宮
尾
登
美
子
）▼
夜
明
け
の
縁
を

―話　題　の　本―

『アサッテの人』
（諏訪哲史/著）

「ポンパ」という意味不明の言葉を口
走る謎の叔父の残した日記などを手
がかりに小説を書いていく過程を描
く。

「群像新人文学賞」「第１３７回芥川
賞」受賞作。

　

子
育
て
の
不
安
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で
悩

み
を
抱
え
た
と
き
、
配
偶
者
や
親
、
き
ょ
う
だ
い
、

友
人
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

社
会
の
急
速
な
変
化
や
家
庭
の
多
様
化
か
ら
こ
れ

ま
で
の
教
育
や
子
育
て
の
経
験
だ
け
で
は
適
切
な

助
言
が
難
し
い
問
題
も
多
い
か
ら
で
す
。
そ
う
い

う
と
き
は
迷
わ
ず
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

学
校
の
先
生
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家

庭
教
育
相
談
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、
警
察
の
少
年
相

談
窓
口
、
児
童
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
機
関
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
知
り
、
相
談
内
容
に
ふ
さ
わ
し

い
機
関
を
選
び
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

【
文
部
科
学
省　

家
庭
教
育
手
帳
・

　

小
学
生
（
高
学
年
）
〜
中
学
生
編
抜
粋
】

こ
れ
か
ら
の

家
庭
教
育

　こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は

通
用
し
な
い
問
題
が
増
え
て
い
る
　

繋
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図
書
館
の
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
の
点
検
業
務
を
行
う
た
め
、
次
の
期
間
は

臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
賜
り
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日　

　

十
月
二
十
九
日
（
月
）
〜
十
一
月
二
日
（
金
）

※
な
お
、
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
正
面
玄
関
横

の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

十
一
月
三
日
（ 
土  
文
化
の
日
）
か
ら
は

平
常
ど
お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

古
本
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り

　

八
月
十
八
、
十
九
日
の
二
日
間
、
図
書
館
ロ
ビ

ー
で
古
本
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
今

年
も
お
気
に
入
り
の
本
を
探
す
大
勢
の
来
館
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
読
み
終
わ
っ
た
本
の
有
効
利
用

を
目
的
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
古
本
リ
サ

イ
ク
ル
ま
つ
り
。

　

今
年
は
約
千
六
百

冊
の
本
が
持
ち
帰
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
し
い
持
ち
主
に
新

た
な
感
動
や
楽
し
み

を
与
え
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

道
立
旭
川
高
等
技
術
専
門
学
院

平
成
二
十
年
度
　
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

●
募
集
科
目
／
電
子
工
学
科
・
自
動
車
整
備
科
・
印
刷

　
　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
科
・
色
彩
デ
ザ
イ
ン
科
・
建

　
　
　
　
　
　

築
技
術
科
・
造
形
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
　
　
　
　

（
各
科
定
員
二
十
名
）

●
募
集
期
間
／
十
一
月
一
日
〜
二
十
日

●
応
募
資
格
／
高
校
を
卒
業
し
た
方
。（
平
成
二
十
年
三
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
こ
れ
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

●
お
問
合
わ
せ
先

　
　

北
海
道
立
旭
川
高
等
技
術
専
門
学
院

　
　

〒
〇
七
八－

八
八
〇
三

　
　

旭
川
市
緑
が
丘
東
三
条
二
丁
目
一－

一

　
　

（
電
話
）
（
〇
一
六
六
）
六
五－

六
六
六
七
番

♪10月、『子どものための
クラッシックコンサー
ト』開催予定♪詳しくは
防災無線で。または図書
館へ。

☆毎週土曜日
14：00～

おはなしかい開催

館

書書

図

い

ここ

ううう

へへへへへへ★★

！！


